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ロウバイChimonanthus praecox (ロウバイ科)の2裂性奇形葉について

Katuhiro Kitai, Yoshiro Kashiyama, Shin Kubota and Shinya Umemoto: An aberrant

bilobed leaf of Chimonanthus praecox (CALYCANTHACEAE)
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ロウバイ(蝋梅) Chimonanthus praecox (L. )

Linkは17世紀頃に中国から日本に導入された落

葉樹で、真冬に花を咲かせる数少ない花木の一

種である。欧州-は日本から紹介され、世界各

地に広がった。本種の独特の芳香を放つ花弁と

がくは分厚く、蝋のような質感があるのが特徴

である。

今回、 2008年12月26日に、白浜町堅田の北

井の自宅に植わっている高さ約2mほどのロウ

バイの1本の木からの落葉の中に、菓端から3分

の1まで滑らかに切れ込んだ2裂性菓(図1)が

1枚発見されたので希少例として報告する。本

例は、おそらくは奇形の一種で、枝先端の芽の

原基が分化し、 2枚の対生葉がそれに続こうと

する頃に、何らかの異常が発生し、不完全状態

のまま分化が停止し、そのまま癒着・生長して

展開した可能性が高い.本標本は著者の樫山が

保管している。

図1ロウバイChimonanthus praecoxの2裂性奇形葉.

Fig. 1. An abberant bilobed leaf of Chimonanthus praecox.
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